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準グランプリを受賞したチーム 

「はたけのみかた」のプレゼンテーション 

グランプリを獲得した高山勝さん 

 

 

 

  

 

ご報告 「プレゼン 龍
ドラゴン

2014」を開催しました！ 

龍谷大学ビジネスプランコンテスト「プレゼン龍（ドラゴン）2014」を、11 月 22 日（土）に深草

キャンパス 22 号館 301 教室で開催しました。14 回目となる本大会には 16 件のエントリーが

あり、書類審査と面接審査を勝ち抜いた５チームの内４チームと、敗者復活戦から選抜された

２チームを加えた全６チームが出場。グランプリの獲得をめざし、審査員や観戦を前に独自の

ビジネスベンチャープランをプレゼンテーションしました。 

結果、グランプリに輝いたのは、チーム「勝害社」（代表：高山 勝さん・経済学部３年）が提

案した「コンビニエンストラベル」。敗者復活戦から勝ち上がり栄冠を手にしました。車椅子利

用者に「旅」を楽しんでもらうための、車椅子に対応した宿泊施設、移動手段の手配、観光名

所とルートマップの提供、保険と自社での緊急時の対応保証をパック旅行として提供するとい

うプランでした。代表の高山さんは「敗者復活からグランプリをとれるとは思っていなかったの

で驚いている。これを励みに起業に向けて頑張りたい」と喜びを語りました。 

準グランプリは、チーム「はたけのみかた」（代表：武村 幸奈さん・政策学部４年）の「Baby 

to Farm 赤ちゃんと畑のビジネスチャンス」が受賞。従来の市販ベビーフードにはなかった

「旬」の有機野菜を開発・加工・販売するというビジネスモデルを提案しました。代表の武村さ

んは「準グランプリは正直悔しいが、いろいろな方のプレゼンを見ることができて刺激になっ

た。今後の糧にしたい」と語りました。なお、「はたけのみかた」は観戦者の投票で決まる「オー

ディエンス賞」とのダブル受賞となりました。 

親和会賞は、チーム「Makefull」(代表：左武 亮さん・経済学部３年)の「アジアの全ての女

性を美しく〜Makefull〜」が獲得。メイクをしていないアジアの女性のために化粧方法を教え

るサービスを提案しました。賞金は起業資金に充てるとのこと。 

京都信用金庫賞は、戒律で豚肉やアルコール飲料を摂ることが禁じられているイスラム教

徒の方も安心して食べることができる飲食店の経営及びコンサルタント事業を提案したチーム

「チャレンジ 1年生」（代表：山本 祥輝さん・経済学部４年）が獲得。前期に開催した「龍（ドラゴ

ン）起業塾」から誕生したチームで、敗者復活からの受賞で喜びもひとしおだったようです。 

 
 

 

 

 

ご報告 2014（平成 26）年度 REC BIZ-NET研究会 
第 6回 REC BIZ-NET研究会「新しい常温成膜技術の普及をめざした取り組み～エア
ロゾルデポジション（AD）法の原理とその実用化事例のご紹介～」を開催！ 

2014（平成 26）年度 第 6回 REC BIZ-NET研究会「新しい常温成膜技術の普及

をめざした取り組み～エアロゾルデポジション（AD）法の原理とその実用化事例の

ご紹介～」を、11月５日（水）、龍谷大学瀬田キャンパス RECホールにて開催しまし

た。当日は約90名（学内者含む）の参加で会場内がほぼ満席となるなど、活況を呈

しました。 

本研究会では、まず始めに、本学理工学部機械システム工学科の森正和講師か

ら、新しい常温成膜技術である AD 法にかかる概要を含めた趣旨説明がなされ、そ

の後、AD 法の基本原理から最新の実用化事例に至るまで、産・官・学それぞれの

視点から話題提供が行われました。 

 また、話題提供終了後には、別会場にてパネル及びサンプル展示形式による情

報交換会を開催しました。情報交換会は、多くの参加者が各講演者と技術的なニー

ズや今後の展望等について積極的に話し合う有意義な機会となりました。 

RECでは、今後も引き続き産業技術総合研究所・滋賀県工業技術総合センター・

滋賀県東北部工業技術センターとの連携を強化するとともに、関西における AD 法

普及をめざした産官学連携体制づくりに取り組んでまいります。 

 

理工学部機械システム工学科 

森正和講師による趣旨説明 
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●REC滋賀 RECホール （内線 7279） 

●REC京都 紫光館 5階 （内線 6505） 

●REC東大阪 クリエイション・コア東大阪 

 産学連携ｵﾌｨｽ 2212号（06-6748-8228） 

REC News Letterは毎月発行。 

次回は 12月 19日頃発行します。 

※バックナンバーは龍谷大学 HP→教職員向けサイト 

→REC 京都サイトをご覧ください。 
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ご報告 「第６回印南かえるのフェスティバル」で学生が地元の子供たちと交流 

今年９月に締結した「印南町と龍谷大学との連携協力に関する協定」に基づく取

組の第一弾として、龍谷ソーラーパークのある印南町（和歌山県）の地域活性化イ

ベント「第６回印南かえるのフェスティバル」（11月 16日（日）開催）に野外活動部の

学生 10名が参加しました。 

野外活動部は「体験・交流コーナー」で子供向け企画「飛ぶ飛ぶロケット」（紙コッ

プでの工作）のブースを出店しました。ブースは終始、多くの子供たちで賑わい、合

計 400機以上のロケットが完成しました。 

印南町には小、中学校しかないため、大学生世代と交流する機会が少なく、地元

の子供たちにとっては大変貴重な機会となりました。 

本学ブースは、子供たちのほか、町長をはじめ、地元の行政、産業、教育関係者

等多数の訪問を受け、本学への期待の高さが窺えました。また、当日はロンくん、ロ

ンちゃんも大学から駆けつけ、地元のゆるキャラと劇を演じるなど、こちらも終始、子

供たちに囲まれる人気ぶりで、お祭りを大いに盛り上げてくれました。 

 

お知らせ 「福祉フォーラム２０１４」の御案内（主催：龍谷大学福祉フォーラム） 

本年度は以下の概要で、「福祉フォーラム２０１４」を大津市ふれあいプラザホールにて

開催致します。皆様の御参加をお待ちしております。 

テ ー マ：「わかち合いのまちづくり」 

開 催：２０１４年１２月１３日（土）１３時～１６時   ※受付開始１２時３０分 

場 所：大津市ふれあいプラザホール（明日都浜大津４階） 

後 援：社会福祉法人  大津市社会福祉協議会 

定 員：１４０名（先着順受付）    参加費用：無料 

基調講演：龍谷大学社会学部講師 笠井 賢紀氏 

シンポジスト：溝口 弘 氏 ㈱なんてん協働サービス、ＮＰＯ法人わいわいあぼしクラブ代表 

            坂原 英見氏 浄土真宗本願寺派総合研究所研究員、僧侶 

神田 浩史氏 NPO法人泉京・垂井副代表理事 

   

 

 

 

 

 

ご報告 2014年度後期ＲＥＣ特別講演会 

「織田・毛利の戦争とその時代－戦国史の虚像と実像－」を開催しました！ 

11月 22日（土）、山本浩樹氏（文学部准教授）を講師にお迎えして、2014年度後期 REC特別

講演会「織田・毛利の戦争とその時代－戦国史の虚像と実像－」を深草学舎 3 号館 201 教室で

開催しました。今回の特別講演会には、350 名を超える受講申し込みがあり、多くの方にご来場

いただきました。 

講演会に参加された方は「１回では物足りない。もっとお話を聴きたかった」、「講演内容を聞

き、織田信長のイメージが変わりました」など、今回の講演会で普段ではなかなか知りえない史実

に触れることができた様子でした。 

今後も RECコミュニティカレッジでは、様々な講座を開講し、大学の知的資源を多くの方に還元

できるよう生涯学習事業を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 12月の RECの活動 

12月 6日（土） 龍谷講座（伏見連続講座）「グローバル経済化における日本農業発展の可能性」 

           龍谷ジュニアキャンパス「サッカー教室」 

12月 12日（金） 第 11回 龍谷大学×同志社大学ジョイントセミナー 

12月 13日（土） 福祉フォーラム２０１４「わかち合いのまちづくり」 

「飛ぶ飛ぶ

ロケット」 

制作の様子 

「龍谷ソーラー

パーク」のご縁

に感謝 

 申込方法：１）以下のＵＲＬにアクセス、入力の上、お申し込み 

        http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/welfare/forum.html 

         ２）案内チラシの裏面に必要事項を記入の上、ＦＡＸ送信 

           （ＲＥＣ滋賀の窓口へ持参頂いても結構です） 

特別講演会の様子 


